
 

  
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

学校教育目標 
夢と希望に挑戦する子 

すすんで学ぶ子 

心豊かな子 

たくましい子 

＜第５号＞ 

目指す学校像「笑顔あふれる元気な学校」 

～すべては子供たちのために 一人一人の子供のために～  

小川町立みどりが丘小学校   令和６年７月１９日（金）発行 

 

文責 校長 下村 晴恵 

健全な子供を育てるには、学校と家庭と地域の連携が欠かせないと言われています。「連

携」とは「それぞれの役割をしっかりと果たしつつ、協力すること」だそうです。学校では教

員が日々の授業の中で、子供たちをきめ細かく指導しています。ご家庭では、子供たちの基

本的な生活習慣をつける役割をお願いします。 

明日から夏休みです。ご家庭で時折、以下の点をチェックし、子供たちが規則正しく、充実

した生活を送れるようご協力お願いします。 

 

 

 

本日、大きな怪我や事故なく無事に１学期の終業式を迎えることができました。保護者の

皆様や地域の皆様に子供たちの安全を見守っていただいたことに深く感謝申し上げます。 

終業式の後、担任が各教室で「夏休みの生活」について指導した後に、子供たち一人一人に

通知表を渡しました。 

通知表の各教科の成績の評価については、テストの点数だけでなく、授業中の頑張りやノ

ートへのまとめ方、課題に取り組む姿勢、そして、活動をまとめたものや作品など、様々なも

のを総合的に捉えて判断しています。具体的には、３段階（１年生の１学期のみ 2 段階）で

評価しています。また、「特別の教科 道徳」や３・４年生の「外国語活動」は、文章による

所見となっています。この他にも、文章による記述は「総合的な学習の時間」や「総合所見」

でも行っています。 

「総合所見」欄には、担任からのメッセージが記載されています。その学期に、学習面でで

きるようになったこと、頑張ったこと、係や当番に取り組んだ様子、生活面や行事での顕著な

行いなど具体的に記述しています。 

  この通知表で得た、それぞれの学期の足跡を親子で振り返ることで、でき 

るようになった自分（児童）、頑張った自分（児童）を確認し自信をもつと 

共に、次学期に取り組むべき課題、身に付けたい態度を確認することを通し 

て目標をもった生活を送って欲しいと考えています。 

  なお、本年度も２学期は通知表の所見を無くしますが、その替わりとして 

個人面談を実施する予定です。ご理解の程よろしくお願いいたします。 

 

 

□ １日の出来事についてお子さんと話をしている。 

□ 「おはよう」「ただいま」「おやすみ」などの挨拶をしている。 

□ 早寝・早起きを心がけている。 

□ お子さんは、毎日朝食を食べている。 

□ お子さんが手伝う家事の分担を決めている。 

□ テレビやゲーム、PC 等の使用にルールを決めている。 

□ 家で読書や勉強の時間をとっている。 

□ お子さんと一緒に、学校や地域の活動に参加したことがある。 

 



 

 

月 火 水 木 金 

２   

始業式 一斉下校 

短縮３時間 

３    

短縮３時間 

避難訓練・引渡し訓練 

４ 
短縮４時間 

給食開始 

５   

朝学習 

夏休み作品展 

６  
朝学習 

９  
読書タイム 
委員会 

１０  
朝学習 

登校指導・安全点検 

１１   

朝学習 

ふれあい作業 

１２  
わんぱくタイム 
 

１３  

朝学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※予定は変更になることもあります。 

 ８月１１日（日）から１６日（金）の６日間
は学校閉庁日となり、教職員が勤務しない日
となっております。この期間、学校に電話を
すると教育委員会に転送されます。ご理解い
ただけたらと思います。 
 

 おたよりでもお知らせしましたが、災害時
を想定して、９月３日（火）１１時１５分か
ら、全学年の引き渡し訓練を開始します。ご
多用とは存じますが、ご都合をつけてご来校
くださるようご協力お願いします。 
 

１学期のふれあい作業では、保護者・地域の
皆様に環境整備をしていただき感謝申し上げ
ます。 

8月２４日（土）は、全校ふれあい作業（除
草作業）があります。毎年、地域の方にも協力
していただいています。本年度も多数の保護
者の皆様、地域の皆様に参加していただけた
らと願っております。どうぞよろしくお願い
いたします。 
小雨決行ですが、順延の場合は、７時までに

メールでお知らせします。 
 

 保護者の皆様には、ご多用の中、６月２１日、
２５日、２８日の授業参観と学級懇談会にご来
校いただき感謝申し上げます。 
 授業参観で、お子さんの様子をご覧になられ
たと思います。お子さんのことで気になること
がありましたら、夏休みに希望面談があります
のでお話しください。 

実施日：８月２４日（土）順延２５日（日） 
時 間：８時から １時間程度 
参 加：保護者、児童、教職員 
持ち物：飲み物、軍手、除草の道具（あ 

る方）等 

 

 みどりが丘小では、正門（東門）を入った所
に常時３つのコンテナを設置し、アルミ缶を回
収しています。保護者の皆様や地域の皆様にご
協力いただき感謝申し上げます。 
 本年度は、収益金でタープ（日よけ）を購入
し、プールサイドに設置させていただきまし
た。プールサイドに日影ができ、大変助かりま
した。これから、飲み物の消費が増えてくる時
期になります。アルミ缶が溜まりましたら、コ
ンテナに入れていただけると助かります。よろ
しくお願いします。 

 本年度は、コロナ禍以来久しぶりに全学年で
着衣泳の授業を再開しました。 
 ３・４学年は、比企広域消防本部の有志の方
を講師に招き、溺れた人がいた時にできること
①自分で助けに行かない。②浮く物を投げる。
③大人に助けを求める。③溺れている人を励ま
す。をご指導していただきました。その後、実
際に川等で溺れた時には、救助が来るまで服を
着たまま背浮きをして待つことを教わり、２L
の空のペットボトルを持って３年生は２分間、
４年生は４分間の「浮いて待つ」体験をしまし
た。重要なことは、溺れている人に寄り添い、
周囲の人が励ますことだそうです。「浮いて待
つ」体験をしている間、３年生は４年生を４年
生は３年生を「頑張れ！」とずっと声を掛け続
けて応援していました。そんな子供たちの姿を
見て、目頭が熱くなりました。 

＜比企広域消防本部の方の説明を聞く＞ ＜背浮きで「浮いて待つ」練習＞ 


